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ガムシ L. fragilis，コモンシジミガムシ L. oscillans，
コマルシジミガムシ L. masatakai の 4 種である（高
野・大桃，2000；高野・大桃，2008）．シジミガム
シとクナシリシジミガムシは外部形態が類似して
いるため（上手，2007），これまでシジミガムシと
して記録されていた標本の中にクナシリシジミガ
ムシも混在している可能性がある．茨城県におけ
る本属の正確な分布状況を明らかにするためには，
県内のシジミガムシ属の標本を見直す必要がある
だろう．

末筆ではあるが，茨城県におけるシジミガムシ
属の記録について教えてくださった大桃定洋博士，
原稿をご校閲いただいた筑波大生命環境系の横井
智之助教には厚くお礼申し上げる．
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図1–2．茨城県産クナシリシジミガムシ雄個体（1）および
雄交尾器（2）．

【短報】岡山県におけるアヤスジミゾドロムシの採
集記録

ア ヤ ス ジ ミ ゾ ド ロ ム シ Graphelmis shirahatai 
(Nomura) は全国的に記録の少ないヒメドロムシの
ひとつで，環境省のレッドリスト 2018 では絶滅
危惧 IB 類（EN）に選定されている（環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室，2018）．吉
富ほか（1999）によると，山形・宮城・新潟・東
京・愛知・兵庫の各県からの記録があるが，近年
の記録は愛知県の矢作川に限られていると書かれ
ている．その後，愛知県では矢作川水系のいくつ
かの河川で記録が追加され（市川，2013），島根県
の斐伊川（Hayashi, 2007）と神戸川の支流（林ほ
か，2011），新潟県中越地区の信濃川水系の数か所

（Iwata, 2011; 岩田ほか , 2012）でも得られ，生態的
な知見も徐々に集約されてきている．

岡山県内においては，河川環境データベース河
川水辺の国勢調査（国土交通省，2018）で旭川河
系において種名が記録されているのみで，詳細な
データを伴った記録がない．

この度，筆者らは以前から時々採集に訪れてい
た旭川周辺を調査していたところ，脇流に沈んで
いた流木より本種を確認したので報告する．

42exs., 岡山市中区　旭川水系 , 4. VIII. 2018, 末長
晴輝・山地治採集・保管（図 1）．

流れのある浅い水中に落ちていた数本のヤナギ

図1．岡山県産アヤスジミゾドロムシ（末長撮影）．



40 さやばね ニューシリーズ　No. 31

SAYABANE  N. S.  No. 31September 2018

類と思われる流木（大半は直径 10 cm × 長さ 1.5 m
ほど）やタケ類の枯れ枝の表面から採集した（図 2, 
3）．本種は他のヒメドロムシに比べ脚のツメが大
きく先端も鋭いようで，止まっている場所から取
ろうとするとかなりの力でしがみつき，容易には
剥がれなかった．また，同所的にヨコミゾドロム
シ Leptelmis gracilis Sharp やイブシアシナガドロム
シ Stenelmis nipponica Nomura，アシナガミゾドロム
シ Stenelmis vulgaris Nomura も得られたが，当該の
場所はアヤスジミゾドロムシが圧倒的に多かった．
多数が確認されたことから生息地である可能性も
考えられ，瀬戸内海側唯一の近年の確認事例とし
ても注目される．

今回の調査では１か所でしか得られなかったこと
と，容易にアクセスできる場所であることを勘案し，
本報告では詳細な場所名は伏せることとした．しか
しながら，岡山県下の三大河川（高梁川・旭川・吉
井川）の中～下流域には同様な環境が豊富にあり，
他に本種が生息している場所がある可能性は高いと
思われるので，今後さらなる調査を実施したい．

末筆ながら，アヤスジミゾドロムシの採集方法

についてヒントを下さった北海道大学大学院の小
川直記氏と富山市科学博物館の岩田朋文氏，本報
の校閲をして下さった文化財虫菌害研究所の岩田
泰幸氏と石川県ふれあい昆虫館の渡部晃平氏に厚
くお礼申し上げる．
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図2．アヤスジミゾドロムシの生息環境（末長撮影，写真
一部加工）．

図3．流木にしがみつくアヤスジミゾドロムシ（山地撮
影）．

昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫針

00, 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6 号 , 有頭ダブル針も出来ました．
その他， 採集， 製作器具一切豊富に取り揃えており
ます．
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